
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

Lesson 2
「週末の過ごし方」をテーマに，動
詞の現在形・過去形・未来を表す表
現を用いて表現する。各3領域につ
き以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
自分が週末にしたことについてクラ
スメートとやり取りして，情報を伝
え合う。
B. Speak (Production)
自分が週末にしたことについて20秒
程度で発表する。
C. Write
自分の休日の予定に関するテキスト
メッセージを30語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
時を表す（現在・過去・未来）

 【時制1】
【言語材料など】
過去形/現在進行形/will/be going
to do/(未来を表す)現在進行形 な
ど
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ 5

1定期考査

Lesson 4
「道案内」「助言」をテーマに，助
動詞can, may, must, have to,
shouldを用いて表現する。各3領域
につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
クラスメートとルートを案内する
ロールプレイを行う。
B. Speak (Production)
ルート案内のロールプレイをクラス
で実演する。
C. Write

・指導事項
【学習事項】
能力・許可・義務などを表す【助

 動詞1】
【言語材料など】
can/may/must/have to/should な
ど
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ

○ ○ ○

【知識・技能】
助動詞（can, may, must, have to,
should, had better）の意味・用法を理
解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，状況に合わせた
アドバイスの文章を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，状況に合わせた
アドバイスの文章を書こうとしている。

○

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ ○

○ ○

○

【知識・技能】
時制（完了形）の意味・用法を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の経験や継続
していることに関する文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の経験や継続
していることに関する文を書こうとして
いる。

○ ○

○

【知識・技能】
時制（現在・過去・未来）の意味・用法
を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の行動に関す
る文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の行動に関す
る文を書こうとしている。

○ ○ ○ 5

【学びに向かう力、人間性等】

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

１
学
期

Lesson 1
「紹介」をテーマに，5つの文型を
用いて表現する。各3領域につき以
下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
クラスメートに名前と住んでいる場
所，中学校のときのクラブ活動につ
いて質問し合う。
B. Speak (Production)
クラスメートについての発表を20秒
程度で行う。
C. Write
40語程度で自己紹介文を書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】

 説明・紹介する【文型】
【言語材料など】
〈S+V+C〉/〈S+V+O〉/〈S+V+O+O〉
/〈S+V+O+C〉
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○

Lesson 3
「旅行」をテーマに，完了形（現在
完了形／過去完了形）を用いて表現
する。各3領域につき以下を目標と
する。
A. Speak (Interaction)
「これまで自分が訪れた場所の中で
最もよかった場所」についてクラス
メートとやり取りして，情報を伝え
合う。
B. Speak (Production)
「これまで自分が訪れた場所の中で
最もよかった場所」について20秒程
度で発表する。
C. Write
旅行中であることを想定したブログ
を40語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要

・指導事項
【学習事項】

 時を表す（完了形）【時制2】
【言語材料など】
現在完了形/現在完了進行形/過去
完了形
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ 4

【知識・技能】
〈S＋V〉〈S＋V＋C〉〈S＋V＋O〉〈S＋V
＋O＋O〉〈S＋V＋O＋C〉の5つの文型を理
解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分のことを説明
する文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分のことを説明
する文を書こうとしている。

○ ○ ○ 5

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理
解を深めている。・外国語の音声や語彙、表現、文法、言
語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的
や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付
けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考え
などの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確
に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合っ
たりしている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読
み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2

（AB組：池田・神田・針谷） （CD組：池田・神田・常定） （EF組：池田・神田・常定） （GH組：池田・常定・針谷）

Revised EARTHRISE English Logic and Expression Ⅰ Standard

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



【知識・技能】
doing(動名詞)の意味・用法を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて環境についての文
を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて環境についての文 ○ ○ ○ 4

○ ○ 5

Lesson 8
「学校生活」をテーマに，〈want＋
O＋to do〉，〈let[make]＋O＋do〉
などを用いて表現する。各3領域に
つき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
部活動に関してクラスメートとイン
タビューし合う。
B. Speak (Production)
部活動に関するインタビューのロー
ルプレイをクラスで実演する。／イ
ンタビューしてみたい相手について
の発表を行う。
C. Write
学校行事に関するスピーチ原稿を40
語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】

 to do/doを使って表す【不定詞2】
【言語材料など】
〈want∔O(人)∔to do〉/〈see∔
O(人)∔do〉/〈let∔O(人)∔do〉/
〈make∔O(人)∔do〉/to be doing
など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

Lesson 7
「ボランティア活動」「将来」を
テーマに，to doを用いて表現す
る。各3領域につき以下を目標とす
る。
A. Speak (Interaction)
自分が参加したいボランティア活動
についてクラスメートとやり取りし
て，情報を伝え合う。
B. Speak (Production)
自分が参加したいボランティア活動
について30秒程度で発表する。
C. Write
アメリカでのサマープログラムに参
加するための志望理由書を50語程度
で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
「～すること」などを表す【不定

 詞1】
【言語材料など】
不定詞の名詞的用法/形容詞的用法
/副詞的用法/
It is ... to do 〜
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】
to do(不定詞)の意味・用法を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の夢について
話して伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の夢について
話して伝えようとしている。

○

【知識・技能】
〈S＋V＋O＋to do〉，〈S＋V＋O＋do〉，
to be doingなどの意味・用法を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書こうとして
いる。

○ ○ ○ 5

○ ○ 5

Lesson 5
「部活のイベント」「後悔している
こと」をテーマに，would, could,
may[might], should have done,
must have doneを用いて表現する。
各3領域につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
出席予定のイベントにクラスメート
を誘うロールプレイを行う。
B. Speak (Production)
クラスメートをイベントに誘うロー
ルプレイをクラスで実演する。／自
分が行ってみたいイベントについて
の発表を行う。
C. Write
自分が後悔していることについて伝
える文章を30語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
依頼・勧誘や推量などを表す【助

 動詞2】
【言語材料など】
would/could/may/〈should have+
過去分詞〉/〈must have+過去分
詞〉 など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】
助動詞（would, could, may, must, 助動
詞＋have＋過去分詞）の意味・用法を理
解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，状況に応じた文
章を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，状況に応じた文
章を書こうとしている。

○

○ ○

Lesson 9
「環境問題」をテーマに，doing
（動名詞）を用いて表現する。各3
領域につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
環境保護のためにできることについ
てクラスメートとやりとりして，情
報を伝え合う。
B. Speak (Production)
環境保護のために自分がしているこ

・指導事項
【学習事項】
「〜  すること」を表す【動名詞】
【言語材料など】
動名詞（主語になるもの/目的語に
なるもの/前置詞の目的語になるも
の）/動名詞の否定形 など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ ○

○ ○ 4

1
定期考査

○

Lesson 6
「日本文化」をテーマに，〈be動詞
＋過去分詞〉を用いて表現する。各
3領域につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
自分が選んだ商品についてクラス
メートとやり取りして，情報を伝え
合う。
B. Speak (Production)
自分が選んだ商品について20秒程度
で発表する。
C. Write
交換留学生の友だちを祭りに誘うE
メールを50語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】

 「～される」を表す【受動態】
【言語材料など】
〈be動詞+過去分詞〉/be made of
〜/be interested in 〜/be
pleased など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】
〈be動詞＋過去分詞〉（受動態）の意
味・用法を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて日本の伝統的な食
事について説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて日本の伝統的な食
事について説明しようとしている。

○

○

C. Write
アドバイスをする文章を40語程度で
書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

アドバイスの文章を書こうとしている。



学習した文法を用いて環境についての文
を書こうとしている。

○ ○ ○ 4

1○ ○

【知識・技能】
関係代名詞（who, which, that, whatな
ど）の意味・用法を理解している。ま
た，関係代名詞の制限用法・非制限用法
の違いを理解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の希望につい
ての文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の希望につい
ての文を書こうとしている。

○ ○ ○ 4

5

○ ○ 5

Lesson 12
「さまざまな分野における偉大な業
績・進歩」「自分が尊敬する人物」
をテーマに，who，whichなどを用い
て表現する。各3領域につき以下を
目標とする。
A. Speak (Interaction)
さまざまな分野における偉大な業
績・進歩についてクラスメートとや
りとりして，情報を伝え合う。
B. Speak (Production)
自分が選んだ偉大な業績・進歩につ
いて20秒程度で発表する。
C. Write
自分の尊敬する人についてのパラグ
ラフを30語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
人や物について説明する【関係代

 名詞】
【言語材料など】
関係代名詞
（who/which/that/what）/関係代
名詞の非制限用法
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

Lesson 11
「勉強方法とデジタル機器」をテー
マに，〈see＋O＋doing〉，分詞構
文などを用いて表現する。各3領域
につき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
勉強方法とデジタル機器について，
クラスメートとやり取りして，情報
を伝え合う。
B. Speak (Production)
勉強方法とデジタル機器について30
秒程度で発表する。
C. Write
試験の前日の勉強の仕方についての
パラグラフを50語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
doing/doneを使って説明する 【分

 詞2】
【言語材料など】
〈see∔O(人)∔doing〉/〈have∔
O(物)∔done〉/分詞構文 など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識・技能】
〈S＋V＋O＋doing/done(分詞)〉や分詞構
文の意味・用法を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書こうとして
いる。 ○

1

Lesson 10
「スポーツ」をテーマに，
doing/done（分詞）を用いて表現す
る。各3領域につき以下を目標とす
る。
A. Speak (Interaction)
自分の好きなスポーツについてクラ
スメートとやりとりして，情報を伝
え合う。
B. Speak (Production)
自分の好きなスポーツについて30秒
程度で発表する。
C. Write
自分が最近したスポーツについての
ブログを40語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
doing/doneを使って説明する【分

 詞1】
【言語材料など】
分詞（限定用法/叙述用法）
/excitedとexciting など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○

２
学
期

定期考査

○ ○

【知識・技能】
doing/done（分詞）の意味・用法を理解
している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，印象に残ったこ
とについて話して伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて，印象に残ったこ
とについて話して伝えようとしている。

○ ○ ○

○ ○

定期考査

【知識・技能】
関係副詞（when, where, how, why）の意
味・用法を理解している。また，関係副
詞の制限用法・非制限用法の違いを理解
している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書こうとして
いる。

○ ○ ○ 5

Lesson 14
「世界の国々」をテーマに，as ～
as...，-er[more ～] than...，not
as ～ as...，-est[most ～]などを
用いて表現する。各3領域につき以
下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
自分が行きたい国などについてクラ
スメートとやりとりして，情報を伝

・指導事項
【学習事項】

 比較を表す【比較】
【言語材料など】
〈as 〜 as ...〉/〈not as 〜 as
...〉/比較級/最上級
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ

【知識・技能】
原級，比較級，最上級の意味・用法を理
解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて文を書こうとして

○ ○

Lesson 13
「世界の祭り・祝日」をテーマに，
when，where，how, whyなどを用い
て表現する。各3領域につき以下を
目標とする。
A. Speak (Interaction)
特別な日についてクラスメートとや
りとりして，情報を伝え合う。
B. Speak (Production)
自分が選んだ特別な日について30秒
程度で発表する。
C. Write
大晦日を過ごす場所を薦めるパラグ
ラフを50語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】
時や場所などについて説明する

 【関係副詞】
【言語材料など】
関係副詞（when/how/why/where）/
関係副詞の非制限用法
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○

○ ○環境保護のために自分がしているこ
とについて30秒程度で発表する。
C. Write
環境保護についてのスピーチ原稿を
40語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○



○ 4

○ ○ 5

Lesson 15
「大切なもの」「思い出」をテーマ
に，If I  過去形 [were] ～, I
would [could]...，If I had done
～, I would [could] have done...
などを用いて表現する。各3領域に
つき以下を目標とする。
A. Speak (Interaction)
人生において大切なものについてク
ラスメートとやりとりして，情報や
考えを伝え合う。
B. Speak (Production)
人生において大切なものについて30
秒程度で発表する。
C. Write
この1年の最高の思い出について40
語程度で文章を書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

・指導事項
【学習事項】

 仮定を表す【仮定法】
【言語材料など】
仮定法過去/I wish∔仮定法過去/仮
定法過去完了 など
・教材
「Revised EARTHRISE English
Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

３
学
期

○○

【知識・技能】
仮定法過去，仮定法過去完了の意味・用
法を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の願望につい
ての文を書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えや伝えたいことを整理して，
学習した文法を用いて自分の願望につい
ての文を書こうとしている。

○ ○

合計

75

スメートとやりとりして，情報を伝
え合う。
B. Speak (Production)
自分が行きたい国などについて30秒
程度で発表する。
C. Write
2つの都市の気候の違いについて説
明するレポートを40語程度で書く。
Expressions Plusでは文法の確認と
演習問題を行い，表現する際に必要
な文法の定着をはかる。

Logic and Expression Ⅰ
Standard ワークブック」
「改訂版　チャート式シリーズ
EARTHRISE　アースライズ総合英
語」
「スタディサプリ」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

学習した文法を用いて文を書こうとして
いる。

○

○ ○ ○

定期考査
1


